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information
募集

木村看護教育振興財団 
2024年度助成募集
■看護研究助成
助成対象：看護の質的充実・向上が期待
できる先駆的研究で，療養環境に関わる
研究など，臨床の役に立つ未発表のもの。
共同研究および感染症研究を歓迎
2024年度助成する研究の分野：基礎看
護，成人看護，老年看護，小児看護，母性
看護，精神看護，地域看護，在宅看護，看
護管理，看護教育，その他
応募資格・要件：
①申込者（共同研究の場合は研究代表者）
は，日本在住の看護職者で臨床・地域看
護に従事している個人
②大学の教員や大学院生は対象外。た
だし，大学の教員や大学院生でも，臨床・
地域看護に従事している看護職者であれ
ば対象となる
③助成決定後，ただちに所属機関等の倫
理審査委員会等への承認申請を行うこと，
またはすでに承認申請中であること
④関係所属長の推薦があること。医療機
関と大学・大学院の両方に所属する場合
は，医療機関の所属長であることが望ま
しい
⑤営利を目的とする研究ではないこと
研究期間：2024年4月1日～2026年3月
31日（2年間）

助成金額：1件につき100万円を限度。
選考委員会の査定を経て決定された助成
金額を，助成年度の6月中旬に全額一括
支給
助成金の使途および報告：
①助成金の使途には，研究協力者経費旅
費交通費，調査費，資料・印刷費，会議費，
通信・運搬費，機器・備品費，消耗品費
等を含む。ただし，給与形式の人件費は
対象から除外
②助成金の使途は助成対象研究に必要
な直接経費に限る。間接経費（研究の実
施に伴う研究機関の管理等に必要な経費とし
て，研究者の所属機関が使用する経費）は含
まない
③助成金の使途については，研究の成果
の提出時に本財団所定の様式に領収書
等を添えて詳細に報告をする
応募方法，同書類：本財団Webサイトの
「看護研究助成申請書申込フォーム」に必
要事項を記入し，要綱・応募用紙をダウ
ンロード。必要事項を記入の上，次の①

～②の書類とともに応募書類郵送先へ送
る
①研究計画書（様式2）

②希望助成額の積算内訳（様式3）

※様式1～3および「研究助成費目一覧」
は本財団Webサイトよりダウンロード
※様式 2の「希望助成額の内訳」および
様式3を作成する際は，「研究助成費目
一覧」を参照する
申込締切日：2024年1月18日（木）必着
（郵送）

選考結果の通知：2024年3月下旬に申込
者に文書で通知。助成決定者は後日，必
要書類を提出
研究成果の報告：
①原則として，2026年 3月31日までに研
究論文を学会誌に投稿し，掲載されるこ
とにより成果の発表とする。本財団には
当該論文（別刷り）と抄録を提出。抄録は
本財団Webサイトに掲載予定
②上記以外の場合は，上記期間内に本財
団に看護研究報告書を提出。当該報告
書は『年次報告書』または本財団のWeb
サイトに掲載。当該報告書の内容は，国
の内外を問わず，他の出版物（デジタル媒
体を含む）にすでに発表あるいは投稿され
ていないものに限る
③論文投稿，看護研究報告書の発表方法
を問わず，本財団主催の報告会（Web形
式を含む）で研究成果の概要を報告
④研究の成果を関係学会等に発表する際
には，公益財団法人木村看護教育振興財
団の助成を受けた研究である旨を明記
その他：
①提出された書類は返却しない
②1993年度～2023年度に本財団の看護
研究助成を受けた申込者（グループの場合
は代表者）は選考から除外されることがあ
る
③助成期間中に研究計画の内容を大幅
に変更する場合は，変更を実施する前に
所定の様式で「研究計画の変更申請書」
等を提出し，本財団の承認を得る必要が
ある
■海外看護研修助成
研修先：メイヨークリニック（Mayo Clinic）

アメリカ合衆国ミネソタ州ロチェスター
応募資格・要件：
①日本在住で看護師・助産師・保健師の
いずれかの資格をもっていること
②看護実務経験が 5年以上あり，現在，
臨床の現場に従事していること
③心身共に健康であること

④所属長（看護部長，病院長またはこれらの
役職に相当する人）・所属施設の推薦・海
外への渡航許可を得ていること
⑤TOEICⓇ Listening＆Reading Test 600
点以上，TOEFLiBT 61点以上，IELTS 
5.0点以上のうちいずれかのスコアをもっ
ていること（2022年9月15日以降のスコアが
望ましい）。またはケンブリッジ英語検定
のFirst（FCE），Advanced（CAE）のうちい
ずれかと資格を取得していること
※TOEFLのMy Best Scoresで20点未満
のセクションが1つでもあれば，メイヨー
クリニックによるZ o omでの英語インタ
ビューを受ける
※⑤のスコアを2022年9月15日より前に
取得した場合は，メイヨークリニックによ
るZoomでの英語インタビューを受ける
可能性がある
※研修に通訳はつかないので，日常会話
と看護の専門分野の英語力が必要
募集人員：6名
研修期間：2024年9月中旬から渡航日数
を含めて約2週間
研修の方法：研修者の目的に応じた個別
プログラムに沿った講義，実習および見学
による研修
助成金の費用負担：研修費，宿泊費，羽
田空港発着の往復渡航費および海外旅行
保険費用
※羽田空港—自宅間の往復交通費および
ミネアポリスセントポール空港—ロチェス
ター市内間の往復シャトルバス代は対象
外
応募方法・同書類：本財団Webサイトの
「海外看護研修助成申請書申込フォーム」
に必要事項を記入し，要綱・応募用紙を
ダウンロード。必要事項を記入の上，「応
募資格・要件⑤」に記載している英語力
を示すスコア証明書の写しとともに応募書
類郵送先に送る
申込締切日：2024年1月18日（木）必着
（郵送）

選考結果の通知：2024年3月下旬に申込
者に文書で通知。助成決定者は後日，必
要書類を提出
研修成果の報告：2024年12月に開催予
定の海外看護研修報告会で研修の成果を
発表。または，2025年2月28日（金）まで
に研修の成果をまとめたレポートを提出
その他：
・提出された書類は返却しない
・メイヨークリニックは，全米屈指の高度
急性期医療機関で，幅広い看護研修プロ©
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グラムを提供しているが，公衆衛生看護
や地域看護の分野は実践的な看護研修
を受けることが難しい
・Nurse Practitioner（NP）は，メイヨーク
リニックでは看護部ではなく診療部所属
のため，NPに関するオブザベーション（臨
床見学）はできない可能性が高い
■専門看護師（CNS）奨学金助成
助成の対象：2023年10月時点で公益社
団法人日本看護協会専門看護師制度委員
会が特定している次の14専門看護分野に
おける専門看護師を目指す者のうち，以下
の「応募資格・要件①～④」を満たす者
がん看護，精神看護，地域看護，老人看護，
小児看護，母性看護，慢性疾患看護，急
性・重症患者看護，感染症看護，家族支
援，在宅看護，遺伝看護，災害看護，放
射線看護
応募資格・要件：
①看護系大学院修士課程に在籍し，日本
看護系大学協議会が定める専門看護師
教育課程基準の所定の単位を取得する見
込みの者
②上記のうち，2024年 4月に同課程の最
終年次に進級予定であり，2025年 3月に
同課程を修了する見込みの者
③2025年の専門看護師認定審査申請期
間開始日までに，日本看護協会が定める
専門看護師認定審査の受験資格を満た
す見込みの者
④専門看護師認定審査を必ず受験して
資格認定を受け，認定された専門看護分
野の臨床に2年以上就業することを確約
できる者
募集人員：10名
奨学金の総額：一人あたり60万円。助成
年度の 6月中旬に前期分として30万円，
10月中旬に後期分として30万円を支給す
る。使途の報告は不要
応募方法・同書類：本財団Webサイトの
「専門看護師（C N S）助成申請書申込
フォーム」に必要事項を記入し，要綱・応
募用紙をダウンロード。「2023年度専門看
護師奨学金助成申込書」（様式1）に必要
事項を記入の上，次の①～④の書類とと
もに応募書類郵送先に送る
①専門看護師としての将来展望，抱負
②指導教員の推薦書（様式2）

③本年度前期または昨年度の成績証明
書
④看護実務経験のすべてを証明する書類
（様式3）

複数の施設・機関で就業した場合は，そ

のすべてから証明書を取得すること
※様式1～3は本財団Webサイトよりダウ
ンロードすること
※①の書面の様式は自由。ワープロ1200
字程度でA4版に記載すること
※②③についてはそれぞれ封印されたも
のを同封すること
※④の（様式3）は必要な分を印刷して使
用すること
※①～④のうち提出できない書類がある
場合は，理由書を同封すること
申込締切日：2024年1月18日（木）必着
（郵送）

選考結果の通知：2024年3月下旬に申込
者に文書で通知。助成決定者は後日，必
要書類を提出
奨学金受給後の報告：奨学金受給後は，
各種証明書類を提出すること（提出期日は，
助成決定後に連絡）

①大学院修士課程，専門看護師教育課
程の修了を証明するもの
②専門看護師の認定を証明するもの
③就業先の在籍を証明するもの
奨学金の返還：奨学金は原則返還不要。
ただし，本財団事務局は，助成年度の4月
1日から起算して6年経過するまでの間に
専門看護師の認定を受けなかった者に対
しては，奨学金の返還を求めることができ
る。返還を求められた者は，請求月から起
算して24か月以内に奨学金を一括全額返
還しなければならない
その他：提出された書類は返却しない
【以下，共通】
問い合わせおよび応募書類郵送先：公益
財団法人木村看護教育振興財団事務局
〒113-0033　東京都文京区本郷5-25-14 
8階
TEL：03-5800-2700
FAX：03-5800-0022
E-mail：kimura-info@nurseed.jp
URL：https://www.nurseed.jp/

案内

日本看護サミット2023

日時：2 0 2 4年 2月1 4日（水）1 0 : 0 0～
16:00
会場：東京国際フォーラムホールA（東京
都千代田区）

テーマ：地域社会を支える看護職への生
涯学習支援
プログラム：鼎談「これからの時代の看護
職の活躍を支える生涯学習支援とは」石

田昌宏（参議院議員），習田由美子（厚生労
働省医政局看護課長），高橋弘枝（日本看護
協会会長）／解説「看護職の生涯学習支援
のこれまでの取り組みと成果・課題」井伊
久美子（日本看護協会副会長）／リレートーク
「施設・組織の枠を超えた生涯学習支援」　

1「各施設での生涯学習支援の取り組みの
現状と課題（病院）」大西潤子（武蔵野中央
病院看護部長）／ 2「各施設での生涯学習
支援の取り組みの現状と課題（高齢者介護
施設等）」吉村双羽（特別養護老人ホーム
ナーシングケア北方施設長）／ 3「複数施設
で協働した実践の場での学習機会の創
出」井川順子（京都大学医学部附属病院病
院長補佐・看護部長）／4「地域を基盤とし
た生涯学習支援の試み」佐藤悦子（山梨
県看護協会会長）／5「教育機関と地域の医
療機関が連携した生涯学習支援の取り組
み」菅原京子（山形県立保健医療大学看護
実践研究センターセンター長）／総括討論
「全ての看護職への生涯学習支援の実現
に向けて」井伊久美子（日本看護協会副会
長），吉川久美子（日本看護協会常任理事），
大和日美子（福岡県看護協会会長）／サミッ
ト宣言
事前参加登録期限：2024年1月13日（土）
まで
参加費：［事前申込］5500円（税込），［当
日参加］7700円（税込）
事前参加登録方法：下記Webサイトの参
加登録フォームより
URL：https://www.nurse.or.jp/nursing/
summit/2023/

※ 掲載情報は2023年11月20日時点の内
容です。学会開催の有無など，最新の
情報は主催元にご確認ください。
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